
 ソイルコンタり一トを充填した鋼管開端杭の閉塞効果に関する模型実験
 関西大学山肩邦男
 ㈱武智工務所細川義隆
 O平尾幸太郎大杉富美一
 1.序
 開端鋼管杭を用いて埋込み工法で施工する杭においては、先端支持力の発現を計
 る手段として、杭先端部分をセメントミルク等で充填する工法がいくつかみられる。
 この場合、管内の閉塞効果は鋼管と充填材との間の付着力および摩擦力によって発
 揮される。しかし現在のところ、管内に充填されたソイルコンクリートによる閉塞
 効果の問題は、定量的にはほとんど解明されていない。今回、我々は実際に近いソ
 イルコンクリート充填鋼管について、模型実験を行なうことを計画した。この実験
 の目的は、鋼管とソイルコンクリートとの付着力および摩擦力についての性状を明
 らかにすること、固結ソイルコンクリートの剛性を評価することなどによって、先
 端部の閉塞性を解明する手掛りを得ること索のウゆt“≧
 繭る。*晦く≧
 2.実験の概要
 2-L試験体およびその製作法
 実験に用いた鋼管は電縫管で、表一1に
 示す寸法のものである。試験体はソイルコ
 ンクリートの充填長さおよび杭径をパラメ
 ータとしたシリーズのものと、ソイルコン
 クリートの養生条件を変えたもの、付着力
 および摩擦力性能を改善する目的でリブを
 つけたもの、膨張セメントを使用したもの
 などである。
 鋼管の両端面は管軸に垂直となるように機
 械切断し、グラインダーで仕上げた。また
 鋼管の内面はワイヤブラシで清掃した。
 管内に充填するソイルコンクリートの配表一2
 合を決定するにあたっては、まず実際に埋
 込み工法により施工された杭の先端部、特
 に支持地盤が砂れき地盤または砂地盤に根
 入れした杭の先端部分からソイルコンクリ
 ートのコアーを採取し、圧縮試験を行なっ
 た後に、成分の分析および骨材分の粒度分
 析を行なった。砂、セメント、水の配合を
 調査した結果から、実験に使用するソイル
 コンクリートの配合を表一2のように決定
       ぐ表一1
       試験体番号外径D(前皿)肉厚t(窟冠)充填長L(朋)㌔養生方法備考
       Nd1318.5i10.33001散水
       Nα2318.510.36002散水
       Nα3318.510.39003散水
       南4318.510.312004散水
       Nα5318.510.36002水中膨張剤
       恥6318.510.36002水中リブ付B12×100
       Nα7318.510.36002水中
       恥850812.75001散水
       Nα950812.710002散水
       No.10101612.710001散水
       鴎11101612.710001水中

      試験体番号wん(%)sる(%)1ゐ(%)E応(%)備考
      Nα165600.40
      Nα265600.40
      Nd365600.40
      Nα465600.40
      No.565600.410W/C:水・セメント比S/C:砂・セメント比1:表面活性剤E:膨張剤
      Nα665600.40
      Nα765600.40
      Nα8656000
      Nα9656000
      翫1065600.40
      Nα1165600.40
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